
中古商品で陥りやすいミスと対策 

中古商品を取り扱って行く上で検品は非常に大事です。 
 
検品を怠ってしまうと、購入者様からクレームが来たり

悪い評価が来たりしますので、ここはしっかり抑えてお

くようにしてください。 
 
リサイクルショップで買い付けてきても、検品が１００

％完璧だとは言えません。 
 
そこで、中古商品にありがちな検品の見落としを 
例を挙げながらお伝えしていきたいと思います。 
 
 
例えばこちらのパナソニックのナノケアシリーズです

が、リサイクルショップで利益の取れる価格でよく並ん

でいます。 

 



中古商品で陥りやすいミスと対策 

この商品はタンクの中に水を入れてスチームを出す様な

商品なのですが、リサイクルショップでの検品が完全で

無ければ梱包して発送する間に水が漏れてきます。 
 
この失敗をしてしまう人が結構多いので気をつけてくだ

さい。 
 
商品をプチプチに包んで発送する前に、タンクの中に水

が入っていないか確認する様にしてください。 
 
 
次も利益が取りやすい商品として有名な電子辞書です。 

 
この電子辞書で確認して頂きたい所は、 
電池入れの液漏れとゴム足の欠品です。 
 
 



中古商品で陥りやすいミスと対策 

大体店舗で確認はしてくれていますが、見逃してる時も

あります。これが足りていなかったら、ほぼ確実にク

レームがきますので、サッと確認する様にだけしておい

てください。 
 
 
この様に商品によっては見ておいたほうが良いポイント

はあるのですが、中古商品全てに共通していて、かつ1
番見落としやすいケースは値札の剥がし忘れです。 
 
 
外箱がある商品に関してはそこまで気を使う必要はない

のですが、中古商品の場合は店舗側がとんでもない所に

値札を張っている時も有りますのでよく注意して見てお

いてください。 


